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「
祝
由
」
と
い
う
言
葉
は
『
黄
帝
内
経
素
問
」
移
精
変
気
論
篇
に

「
余
聞
古
之
治
病
、
惟
其
移
精
変
気
、
可
祝
由
而
巳
」
「
所
以
小

病
必
甚
、
大
病
必
死
。
故
祝
由
不
能
巳
也
」

『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
賊
風
篇
に

「
先
巫
者
、
因
知
百
病
之
勝
、
先
知
其
病
之
所
従
生
者
、
可
祝
而

巳
也
」

と
出
て
く
る
。

祝
由
と
は
最
も
古
い
病
を
癒
す
方
法
の
一
つ
で
、
病
を
降
す
と

信
じ
ら
れ
て
い
た
天
や
神
に
祈
り
、
お
は
ら
い
す
る
ま
じ
な
い
、

巫
術
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
な
る
と
、
薬
物
や
鍼
灸
な
ど
を

用
い
ず
、
専
門
的
に
従
事
し
符
究
治
病
す
る
専
門
職
が
生
れ
て
く

る
。
祝
由
科
で
あ
る
。

巫
術
は
巫
医
が
病
を
癒
す
こ
と
に
専
念
し
て
い
た
が
多
分
に
精
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神
的
療
法
で
あ
り
、
符
・
祝
（
祈
り
）
・
祭
祀
が
そ
の
中
心
で
あ
っ

た
。
巫
医
は
さ
ら
に
方
士
に
よ
る
方
術
を
手
段
と
し
、
道
教
の
興

隆
と
と
も
に
道
士
に
そ
の
一
端
は
に
ぎ
ら
れ
、
さ
ら
に
医
療
の
一

部
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
く
。

晴
の
医
療
制
度
に
は
医
師
・
薬
園
師
・
按
摩
博
士
・
祝
禁
博
士

な
ど
が
、
唐
代
で
は
薬
園
師
・
医
師
・
典
薬
・
鍼
工
・
按
摩
工
・

究
禁
師
が
、
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
明
代
に
な
る
と
「
明
の
十
三

科
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
出
来
て
く
る
。
す
な
わ
ち
大
方
脈
・
小

方
脈
・
婦
人
・
瘡
瘍
・
針
灸
・
眼
・
口
歯
・
接
骨
・
傷
寒
・
咽
喉
・

金
鑛
・
按
摩
と
祝
由
科
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

我
が
国
の
律
令
時
代
の
医
療
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し
て
み
る
。

ま
ず
中
務
省
の
下
に
陰
陽
寮
が
あ
り
中
に
陰
陽
師
・
暦
・
天
文
・

漏
尅
博
士
な
ど
が
い
て
別
に
内
薬
司
と
い
う
中
に
侍
医
が
い
た
。

一
方
、
宮
内
省
の
管
轄
に
典
薬
寮
が
あ
っ
て
、
医
・
針
・
按
摩
・

兜
禁
博
士
な
ど
の
他
に
薬
園
師
が
い
た
。
こ
の
兇
禁
博
士
、
兇
禁

師
の
職
能
は
中
国
の
祝
禁
・
究
禁
・
祝
由
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
中
国
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
時
代
と
共
に
有
名
無
実

に
な
っ
て
い
く
運
命
に
あ
り
、
我
が
国
の
究
禁
関
係
は
陰
陽
寮
に

吸
収
さ
れ
て
い
き
、
陰
陽
道
の
中
に
そ
の
姿
を
か
い
ま
み
る
よ
う
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に
な
っ
て
く
る
。

祝
由
科
に
つ
い
て
「
諸
橋
大
漢
和
辞
典
』
に
は
、
こ
う
記
さ
れ

て
い
る
。符

呪
に
よ
っ
て
病
を
癒
す
も
の
を
い
う
。
此
の
方
法
は
湖
南

辰
州
府
地
方
は
盛
行
し
て
い
た
か
ら
辰
州
符
（
辰
州
符
を
ひ

く
と
祝
由
科
の
別
称
。
ま
じ
な
い
で
人
の
病
を
癒
す
も
の
。
多
く

の
辰
州
符
の
人
が
こ
の
術
を
伝
え
た
の
で
か
く
い
う
と
あ
る
）
と

も
い
う
。
ま
た
越
方
（
湘
江
省
の
古
名
を
越
）
と
い
う
ま
じ
な

い
の
術
で
あ
る
と
も
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
祝
由
（
科
）
に
関
連
す
る
文
献
を
あ
げ
そ
の
中
か
ら
え
ら

ん
で
総
合
を
発
表
し
た
い
。

○
『
正
統
道
蔵
』
。
「
霊
宝
領
済
度
金
言
」
「
修
真
精
義
推
論
」
「
太

上
洞
玄
霊
宝
素
霊
真
符
」
「
霊
宝
領
教
済
度
金
言
」
「
元
上
黄
謀
斎

立
成
儀
」
「
霊
宝
玉
鑑
」
「
上
清
天
心
正
法
」
「
太
上
老
君
五
斗
金
章

受
生
経
」
「
太
上
老
君
混
元
三
部
符
」
「
秘
蔵
道
玄
変
化
六
陰
洞
微

遁
甲
真
経
」
「
太
上
除
三
Ｆ
九
虫
保
生
経
」
「
金
鎖
流
珠
引
」
「
無
上

秘
要
」
「
法
海
遺
珠
」
「
高
上
神
宵
玉
清
真
王
紫
青
大
法
」
「
道
法
会

元
」
「
上
清
霊
宝
大
法
」
「
太
上
元
始
天
尊
説
北
帝
伏
魔
神
呪
妙
経
」

「
霊
宝
玉
鑑
」
「
太
上
助
国
救
民
総
真
秘
要
」
「
度
人
妙
経
」
な
ど
。

○
「
辰
州
符
呪
大
全
』
「
鎮
圧
之
類
」
「
祈
祷
之
類
」
「
詔
召
之
類
」

「
医
治
之
類
」

○
『
霊
験
神
符
大
観
」
「
祝
由
科
」

○
「
符
兇
全
聿
二
「
祝
由
科
」

○
「
奇
難
難
症
医
術
秘
伝
』
「
祝
由
科
」

○
「
軒
輻
黄
帝
祝
由
十
三
科
」

○
『
蔵
外
道
書
』
第
二
十
六
冊
「
祝
由
医
学
十
三
科
」

○
『
聖
濟
総
録
』
巻
一
九
五
「
符
禁
門
」

○
「
太
平
経
合
校
」
「
神
祝
文
訣
第
七
十
五
」

な
お
『
清
明
上
河
図
」
の
一
隅
に
「
祝
由
科
」
の
看
板
が
出
て

い
る
家
屋
が
見
ら
れ
る
の
で
宋
代
頃
に
は
民
間
に
も
「
祝
由
科
」

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
吉
元
医
院
）


